
令和５・６年度幼保小接続推進リーダー育成事業

三朝町（三朝小学校区）の取組

令和７年２月６日（木）

三朝町立賀茂保育園
三朝町立みささこども園
三朝町立三朝小学校
三朝町町民課
三朝町教育委員会事務局教育総務課



本日の内容

１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組

２ 幼保小連携コーディネーターの役割

３ 取組の成果と今後に向けて



三朝町立三朝小学校
児童数 ２７１名

三朝町立賀茂保育園
園児数 ６２名

三朝町立竹田保育園
令和５年度末 閉園
園児数１０名（R5年度末）

１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組

三朝町立みささこども園
園児数 ７１名



１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組

（１）保育担当課と教育委員会で取組の方向性を確認

園・小連絡協議会
実務者会議

（令和５年度～）

【メンバー】
小学校長、学校担当者
各園園長、各園担当者
町民課（保育担当課）担当者
町教委担当者
幼保小連携コーディネーター
【内容】
・年２回開催
・交流事業についての協議
・交流事業の振り返りと次年度へ向けての
協議

【メンバー】
推進リーダー、１年生担任、年長児担任
町民課（保育担当課）担当者
町教委担当者
幼保小連携コーディネーター

【内容】
・保育参観、授業参観後の協議
・架け橋期のカリキュラムの検討・開発



１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組

（１）保育担当課と教育委員会で取組の方向性を確認

園・小連絡協議会

【メンバー】
小学校長、学校担当者
各園園長、各園担当者
町民課（保育担当課）担当者、町教委担当者
幼保小連携コーディネーター

【内容】
・年２回開催
・交流事業についての協議
・交流事業の振り返りと次年度へ向けての協議
・架け橋期のカリキュラムに係る開発者会議（令和５年度）



資料１



５歳児と１年生の「あきまつり交流」 ５歳児と５年生の「５・５交流」



１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組

（１）保育担当課と教育委員会で取組の方向性を確認

実務者会議
（令和５年度～）

【メンバー】
推進リーダー、１年生担任、年長児担任、
町民課（保育担当課）担当者、町教委担当者
幼保小連携コーディネーター

【内容】
・保育参観、授業参観後の協議
・架け橋期のカリキュラムの検討・開発



■重点的な取組（令和５年度）

（１）これまで取り組んできた園小連携を基本としながら、園オープン

ウィーク及び園・小連絡協議会（実務者会議）を新たに設定し、育

ちと学びのつながりを意識した情報共有・意見交換を行い、取組に

生かす。

（２）令和４年度に改訂した接続カリキュラムをもとにした実践を行いつ

つ、架け橋期のカリキュラムへの発展を視野に、研修・協議・検証

等を進める。

１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組



■重点的な取組（令和６年度）

（１）令和５年度に作成した成果物を用いた交流及び学びの見取りを行

うとともに、子どもの育ちと学びのつながりを意識した園・小連

絡協議会（実務者会議）による情報共有・意見交換を行い、架け

橋期のカリキュラム開発を進める。

（２）園小の職員を対象とした研修会を開催し、園小連携・接続の考え

方や方向性について職員の理解を促し、園小接続に係る取組を推

進する。

１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組



【園・小連絡協議会 開発者会議の開催】

「自分の思いを伝え、相手の思いに気づき、一緒に活動を楽しむ子ども」

１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組

（２）架け橋期のめざす子ども像について協議



①共通の視点で

子どもの姿を見取る

（３）架け橋期のめざす子ども像の実際

１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組



②参観と対話をセットで実施する

【実務者会議の様子】

１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組



１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組

・水着に着替える際、脱いだ服を
丁寧に畳んでいる。

・すごろくの数、つった魚の数、
サイコロの目を１年生と一緒に
数えている。

思考力・判断力・表現力等の基礎

・赤、黄、青を混ぜると茶色に
なる。お手本の茶色にするに
はどうすればいいか試行錯誤
している。

・大きな木の実をブローチにす
るためにどうするか悩んでい
る。友だちと相談した結果、

切ることに決めていた。
・「ぼくもやりたい」「○○く
んはやってない」というつぶ
やきに反応して譲っている。

・「次の子楽しんでね」「はい、
終わり～」と、やさしく声を
かけている。

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能の基礎



１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組

資料２



令和５年度

学校オープン（9/21,9/22）

→実務者会議Ⅰ

園オープンウィーク（10月末）

→実務者会議Ⅱ

１ 幼児教育と学校教育を「つなぐ」取組

令和６年度

スタートカリキュラム期の授業公開（参観後は園ごとの情報交換）

１年生授業公開（6月） → 実務者会議Ⅰ

１年A組授業公開

園オープンウィーク（8月）→ 実務者会議Ⅱ

学校オープン（11月） → 実務者会議Ⅲ

１年B組授業公開

正月遊び保育公開（1月） → 実務者会議Ⅳ

②参観と対話をセットで実施する



推進リーダーの声

〇園での体験が小学校のどの教科につながっているのかを知ること

ができた。

〇「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」で保育を振り返ること

ができた。園でしていることや発達の過程を小学校の先生方に伝

えることができた。

〇園と学校の先生が一緒に話し合ったり学んだりすることで一体感

を得るとともに、子どもだけでなく大人も教育も「つながる」と

いうことを実感した。



推進リーダーの声

△園内、校内で子どもたちに関わるすべての職員に、町の取組や

架け橋期のカリキュラムについて伝えていくことの難しさを感じ

る。今後、各園、学校の教職員への周知の方法について検討して

いく必要がある。



・三朝町園・小連絡協議会で実施する交流活動の

コーディネート

・町民課（保育担当課）と教育委員会のコーディネート

・経験をもとにした情報提供、提案

・カリキュラム作成の実務を含めた役割分担

２ 幼保小連携コーディネーターの役割



【取組の成果】

〇以前から取り組んできた連携がバージョンアップされた

・三朝町の連携スタイルが確立されつつある

・共通の視点をもつことにより、見取りを焦点化できた

・「教育をつなぐために必要である」という認識で交流ができた

（保育士等・教職員の意識の変化）

３ 取組の成果と今後に向けて



【取組の成果】

〇互いの教育を知るには「対話」が必要だと分かった

・互いの取組を尊重するとともに、それぞれの保育・教育に生かそうと

する意識が芽生えた

・園小で内容が重なる活動、経験のつながりを相互に確認できた

「知っていることって結構あるんだ」

「生活の中で、説明しなくてもいいことってたくさんありそうだ」

「自分たちで声をかけあいながら、こんなにできるんだな（生活発表会）」

３ 取組の成果と今後に向けて



【今後に向けて】

★作成した架け橋期のカリキュラムを活用しながら園小の接続を

実施する

★園小ともに、架け橋期のめざす子ども像とのつながりを常に

意識する

★子どもの姿から、関わる大人の教育内容や教育方法を評価し、

次年度につなげていく

★日常の保育や授業をとおして対話する機会を確保する

３ 取組の成果と今後に向けて



【今後に向けて】

★幼児教育と学校教育の違いや共通点、それぞれのよさ等に

ついての理解を進めるための研修機会を確保する

★園内、校内体制を整備する

（すべての先生方の理解と協力、個人

に依存しない持続的な体制づくり）

３ 取組の成果と今後に向けて



ご清聴ありがとうございました
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